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10 
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
作
戦

市
民
協
働
で
千
歳
の
魅
力
発
信

―
市
民
が
創
る
千
歳
の
ま
ち
―

第
５
弾

特集

　これまで４回にわ
たってお伝えしてきた
「10 万人のセールスマン
作戦」。
　今月は、その第５弾
として、千歳の魅力の
中から「空・陸・海に
またがる交通アクセス」
と「自然災害の発生・
被害が少ない地域」に
スポットを当てます。

10
万
人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
作
戦
と
は
？

　

千
歳
市
の
人
口
は
、
現
在
、
９
万
５
０
０

０
人
を
超
え
て
お
り
、
年
間
の
異
動
者
数

は
５
０
０
０
人
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
が
市
内
の
企
業

や
学
校
な
ど
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
た

め
、
市
の
昼
間
人
口
は
、
夜
間
人
口
に
比
べ

る
と
4.7
パ
ー
セ
ン
ト
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
方
々
を
は
じ
め
、
千

歳
で
働
い
て
い
る
方
、
学
ん
で
い
る
方
、

千
歳
の
魅
力
を
知
っ
て
い
る
全
国
各
地

に
異
動
し
た
千
歳
市
民
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
、

10
万
人
の
方
々
が
千
歳
の
ま
ち
を
売
り
込

む
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
10
万

人
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
作
戦
で
す
。

　  ・
陸
・
海
に
ま
た
が
る
交
通
ア
ク
セ
ス

　

北
海
道
の
空
の
玄
関
口
・
新
千
歳
空
港
を
は

じ
め
、
道
央
圏
の
大
動
脈
・
国
道
36
号
な
ど
の
他
、
３

つ
の
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
、

苫
小
牧
港
ま
で
近
距
離
に
あ
り
、
空
・
陸
・
海
に
ま
た

が
る
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
人
の
移
動
だ
け
で
は
な
く
、

原
材
料
、製
品
、部
品
な
ど
の
搬
送
に
優
れ
た
ま
ち
で
す
。

　
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
少
な
い

　

地
震
、
台
風
、
落
雷
、
積
雪
、
津
波
、
塩

害
な
ど
、
自
然
災
害
の
発
生
や
被
害
が
少
な
く
、
生

産
設
備
の
安
全
や
安
定
性
の
確
保
、
建
物
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
も
優
位
性
を
発
揮
し
て
お
り
、
災
害
の
リ

ス
ク
分
散
に
最
適
な
ま
ち
で
す
。

　
秀
な
人
材
の
確
保

　
「
光
」
を
テ
ー
マ
に
科
学
を
幅
広
く
学
ぶ
、

千
歳
科
学
技
術
大
学
が
立
地
し
、
近
隣
の
市
に
も
大
学

や
専
修
学
校
な
ど
が
集
中
し
て
お
り
、
専
門
知
識
を
修

得
し
た
優
秀
な
人
材
の
確
保
が
容
易
な
ま
ち
で
す
。

　
質
で
豊
富
な
水

　

食
品
や
飲
料
な
ど
の
他
、
電
子
部
品
の
製
造
に

は
欠
か
せ
な
い
、
良
質
で
豊
富
な
水
の
あ
る
ま
ち
で
す
。

　
業
の
ま
ち

　

白
菜
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
生
産
や
酪
農
、
養

鶏
な
ど
の
畜
産
が
盛
ん
で
す
。
現
在
、
地
元
農
畜
産
物

の
高
付
加
価
値
化
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
石
狩
管
内
随
一
の
農
業
の
ま
ち
で
す
。

　  

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

低
廉
な
産
業
用
地
の
提
供
、
土
地
の
リ
ー

ス
や
空
き
工
場
の
紹
介
、
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
制

度
、
市
や
北
海
道
な
ど
に
よ
る
助
成
金
優
遇
措
置
の

利
用
な
ど
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
細
や

か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
る
ま
ち
で
す
。

　

千
歳
市
は
、
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
備
え
た
新
千

歳
空
港
を
は
じ
め
、
北
海
道
の
東
西
（
横
断
自
動
車

道
）
と
南
北
（
縦
貫
自
動
車
道
）
を
結
ぶ
２
つ
の
高

速
道
路
の
結
節
点
と
な
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
苫

小
牧
港
に
近
距
離
な
た
め
、「
空
・
陸
・
海
」
が
有

機
的
に
結
び
つ
く
北
海
道
の
一
大
交
通
拠
点
で
す
。

　

ま
た
、
札
幌
市
に
も
近
い
道
央
圏
の
中
核
都
市
と

し
て
、
全
道
各
地
と
の
原
料
調
達
・
製
品
輸
送
に
不

可
欠
な
交
通
網
が
完
備
さ
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。

新千歳空港の国内線就航便数

路線 便数
(往復) 路線 便数

(往復) 路線 便数
(往復)

羽田 54 根室中標津 ３ 信州
まつもと １

成田 18 稚内 ２ 小松 １
伊丹 10 青森 ５ 茨城 １
関西 14 いわて花巻 ４ 静岡 ２
神戸 ５ 秋田 ５ 岡山 １
中部 14 仙台 14 広島 ２
函館 ２ 福島 １ 福岡 ５
釧路 ３ 新潟 ２ 那覇 １
女満別 ７ 富山 １
※航空各社のホームページから (平成 27 年４月現在 )。

　

千
歳
市
は
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
と
北
海
道
縦

貫
自
動
車
道
の
結
節
点
に
位
置
し
、
札
幌
・
室
蘭
な

ど
を
結
ぶ
国
道
36
号
な
ど
が
通
り
、
道
内
各
地
を
結

ぶ
交
通
の
要
衝
で
す
。

　

ま
た
、
鉄
路
に
目
を
向
け
る
と
、
国
内
で
も
有
数

の
貨
物
取
扱
駅
で
あ
る
札
幌
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に

は
、
自
動
車
で
約
30
分
の
近
距
離
に
あ
り
ま
す
。
特

に
東
京
～
札
幌
間
の
コ
ン
テ
ナ
列
車
は
、
翌
日
配
送

体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

鉄道貨物輸送時間と便数

都市 所要時間 一日の
便数

東京 17 時間 53 分 ５便

仙台 15 時間 40 分 １便

名古屋 27 時間 05 分 ３便

金沢 25 時間 15 分 １便

大阪 28 時間 36 分 １便

広島 42 時間 07 分 １便

高松 39 時間 19 分 １便

福岡 37 時間 59 分 １便

※ＪＲ貨物のホームページから。

　

全
国
の
主
要
な
港
や
海
外
の
定
期
貨
物
輸
送
が
可

能
と
な
る
国
際
拠
点
港
湾
、
苫
小
牧
港
ま
で
は
千
歳

市
内
か
ら
自
動
車
で
約
30
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

苫
小
牧
港
は
、
国
内
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
（
旅
客
を
乗
せ

な
い
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
）
や
内
貿
コ
ン
テ
ナ
船
（
国
内

向
け
コ
ン
テ
ナ
船
）
の
航
路
が
13
航
路
、
外
貿
コ
ン

テ
ナ
船
（
国
外
向
け
コ
ン
テ
ナ
船
）
の
航
路
が
10
航

路
、
国
内
フ
ェ
リ
ー
航
路
も
４
航
路
と
充
実
し
て
い

ま
す
。

【内航定航船】
釧路、室蘭、八戸、仙台、常陸
那珂、東京、川崎、横浜、追浜、
名古屋、敦賀、大阪、高松

【フェリー航路】
八戸、仙台、大洗、名古
屋、秋田、新潟、敦賀

　

新
千
歳
空
港
に
は
、
国
内
26
路
線
、
海
外
11
路
線

が
就
航
し
、
新
千
歳
～
羽
田
間
は
１
日
54
往
復
、
所

要
時
間
約
90
分
で
運
航
（
単
純
に
は
、
７
時
台
か
ら

21
時
台
ま
で
、約
15
分
に
一
便
が
運
航
）し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
新
規
路
線
の
季
節
運
航
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や

海
外
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
も
増
え
て
い
ま
す
。

【外航定航船】
釜山・蔚山・光陽 (韓国 )、新
港・大連 ･青島 ･寧波 ･連雲 ･
上海 (中国 )、バンクーバー・
シアトル (北米 )、ボストチヌ
イ・ウラジオストク (ロシア )

稚内市

旭川市

帯広市

北見市

網走市

釧路市

根室市

函館市
室蘭市

小樽市
千歳市

札幌市

留萌市

苫小牧港

千歳市は、交通アクセスに優れ、自然災害のリスクが少ないなど、さまざまな魅力があります。

　
・
　
・
　   

　
に
ま
た
が
る
　    

　
交
通
ア
ク
セ
ス

空

陸

海

　
　
新
千
歳
空
港

空

　
　
道
路
・
鉄
路

陸

　
　
苫
小
牧
港

海

空自優良農ワ
石狩湾新港

【外航定航船】
釜山 (韓国 )

苫小牧港就航先
（平成 27 年３月現在）

※フェリー各社の
　ホームページより。
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函館市

千歳市

小樽市

留萌市

旭川市

稚内市

帯広市 釧路市

網走市

北見市

北海道横断自動車道

札幌市

北海道縦貫自動車道

苫小牧市
室蘭市

主要道路図

根室市
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

以
降
、
多
く
の
企
業
は
防
災
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、

災
害
の
リ
ス
ク
を
回
避
し
な
が
ら
事
業
の
継
続
が
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

千
歳
市
は
、
地
震
は
も
と
よ
り
、
台
風
、
落
雷
、

積
雪
、
津
波
、
塩
害
な
ど
、
自
然
災
害
の
発
生
・
被

害
が
少
な
い
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
市
内
に
は
一
つ
の
航
空
自
衛
隊
基
地
と
二

つ
の
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
が
所
在
し
て
お
り
、
災
害

が
発
生
し
た
緊
急
時
は
、
強
力
な
救
助
・
支
援
活
動

な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
市
で
は
、
災
害
を
疑
似
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
防
災
の
知
識
や
災
害
発
生
時
の
行
動
な

ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
参
加
に
よ
る

大
規
模
な
防
災
訓
練
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
千
歳
市
は
災
害
の
リ
ス
ク
が
少
な

い
た
め
、
企
業
活
動
に
お
け
る
「
リ
ス
ク
分
散
」
に

最
適
な
ま
ち
で
す
。

　

千
歳
市
の
位
置
す
る
道
央
圏
は
、
大
正
15
年
に
地

震
観
測
が
開
始
さ
れ
て
以
来
、
震
度
５
弱
以
上
の
地

震
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
内
外
を
含
む
他
の
地

域
と
比
べ
て
も
、地
震
の
発
生
が
少
な
い
地
域
で
す
。

　

平
成
26
年
12
月
に
文
部
科
学
省
地
震
調
査
研
究
推

進
本
部
調
査
委
員
会
が
作
成
し
た
「
全
国
地
震
動
予

測
地
図
」
で
は
、
近
隣
の
札
幌
市
で
今
後
30
年
間
に

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
、
最
大

0.9
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
い
う
予
測
が
で
て
お
り
、
千

歳
市
は
、
地
震
に
対
し
て
低
リ
ス
ク
な
ま
ち
で
す
。

0 100 200 300 400 500

震度５弱

震度４

震度３

東京都
横浜市

仙台市

熊本市

名古屋市

福岡市

大阪市

札幌市
以上

千代田区 337

298

213

111

64

30

37

35

57

57

41

20

15

11

7

362

264

131

80

37

49

42

1

2

1

10

７

401
７

5

震度３以上の地震発生回数（1926 年１月～ 2014 年 12 月）

（単位：回）

千歳市から太平洋と日本海までの距離

【津波浸水予想図】北海道総務部危機対策局危機対策課
(注 )2011 年までに行われた津波堆積物の各種調査を踏まえて推定された最
大クラスの津波による浸水域の想定図。自然現象を正確に想定できないこと、
津波堆積物データの地域的偏りによる過大・過小評価があります。

　

千
歳
市
は
、
高
度
技
術
産
業
が
立
地

す
る
工
業
都
市
で
あ
る
と
と
も
に
、
自

然
環
境
が
豊
か
で
災
害
に
も
強
く
、
働

き
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
北
海
道
屈
指

の
工
業
適
地
を
有
す
る
ま
ち
で
す
。

　

市
に
は
、
企
業
の
立
地
を
促
す
た
め
、

初
期
投
資
の
軽
減
制
度
の
ほ
か
、
千
歳

市
や
北
海
道
な
ど
の
各
種
助
成
金
制
度

の
利
用
、
企
業
の
要
望
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
対
応
す
る
体
制
や
立
地
後
の
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
体
制
が
整
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
魅
力
を
全
国
各
地
の
企
業
の

方
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
活
力
が
あ
り
発
展
を
続
け
る
千
歳
」

を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
千
歳

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

0 1 2 3 4 5 6 7 8
沖縄

九州南部
九州北部
四国
中国
近畿
東海
北陸

関東甲信
東北
北海道 1.83回

2.67回

3.23回

2.63回

3.43回

3.23回

2.80回

3.10回

3.50回

3.63回

7.80回

過去 30 年間の台風平均接近回数（1995 年～ 2014 年）

0 100 200 300 400 500 600 700 800
青森市
旭川市
恵庭市
札幌市
秋田市
千歳市
盛岡市

苫小牧市
福島市 141.4 ㎝

179.8 ㎝

240.2 ㎝

249.2 ㎝

350.6 ㎝

496.0 ㎝

497.8 ㎝

588.0 ㎝

649.6 ㎝

国内都市部の年間降雪量（2010 年～ 2014 年平均）

　
　
・
　   

　
　
　
　
　
の
リ
ス
ク

　
　
　
　
が
少
な
い

自
然
災
害

　 

震
地

津波浸水予測図

苫小牧市

千歳市
厚真町

むかわ町

●

約 20km

太平洋

津波浸水予想地域

●
●

●

●

●

●

●

約 50km

約 20km

千歳市

日本海

太平洋

　

千
歳
市
か
ら
一
番
近
い
太
平
洋
側
の
海
岸
線
（
苫

小
牧
市
）
ま
で
約
17
㎞
～
25
㎞
、
日
本
海
側
の
海
岸

線
（
石
狩
市
）
ま
で
約
46
㎞
～
55
㎞
の
距
離
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
内
工
業
団
地
の
標
高
は
約
12
ｍ
～

70
ｍ
あ
り
、
千
歳
市
は
、
津
波
の
心
配
が
ほ
と
ん
ど

な
い
ま
ち
で
す
。

　 

波
津

　

気
象
庁
が
発
表
し
た
、
１
９
８
１
年
か
ら
２
０
１

０
年
ま
で
、
全
国
各
地
の
気
象
台
で
雷
を
観
測
し
た

日
の
合
計
の
30
年
平
均
値
（
下
の
表
参
照
）
に
よ
る

と
、
北
海
道
は
、
雷
の
発
生
が
全
国
的
に
見
て
も
少

な
く
、
落
雷
に
よ
っ
て
電
気
系
統
に
影
響
を
受
け
る

リ
ス
ク
が
少
な
い
地
域
で
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
過
去
30
年
間
の
平
均
接
近
回
数
は
、

本
州
や
九
州
と
比
較
し
て
も
少
な
く
（
左
の
グ
ラ
フ
参

照
）、
南
か
ら
北
上
し
て
北
海
道
に
上
陸
す
る
と
き
に

は
勢
力
が
弱
ま
っ
て
温
帯
低
気
圧
に
な
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
台
風
や
落
雷
に
よ
る
災
害
の
少
な
い
ま
ち
で
す
。

　 

風
・   

雷

台

落

この記事のお問い合わせ
産業支援室

企業振興課　企業誘致係

((42)０５２２

　 お

り
わ

に

防災訓練の様子

※気象庁ホームページ（震度データーベース）より。

（単位：回）

（単位：㎝）

　

千
歳
市
は
、
道
内
の
中
で
も
雪
の
降
る
量
が
少
な

い
ま
ち
で
す
。

　

降
雪
量
は
、
日
本
海
側
に
位
置
す
る
札
幌
市
や
隣

接
す
る
恵
庭
市
の
約
50
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
（
左
の
グ

ラ
フ
参
照
）
の
た
め
、
道
路
に
積
雪
の
な
い
こ
と
が

多
く
、
自
動
車
は
、
比
較
的
安
全
に
走
行
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
に
必
要
と
な
る
機
械
や
作
業
員
の
経

費
な
ど
、
費
用
の
負
担
も
少
な
く
済
み
ま
す
。

　 

雪
・   

雪

積

降

※気象庁のホームページより。

※気象庁のホームページより。

都市名 雷日数 都市名 雷日数
札幌  8.8 大阪 16.2
仙台  9.3 高知 15.2
宇都宮 24.8 広島 14.9
東京 12.9 福岡 24.7
新潟 34.8 鹿児島 25.1
金沢 42.4 那覇 21.6
名古屋 16.6

年間の雷日数

※気象庁のホームページより。

（1981 年～ 2010 年まで 30 年平均値）


